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大阪新阪急ホテル

阪急電鉄・大阪市営地下鉄梅田駅に直結し、JR大阪駅にも隣接するという交
通至便の場所に位置する。

茶色の木目を基調とした、明るく上品なイメージのフロント。ホテル館内外に
は、和食・洋食・中国料理・フレンチなど20店舗のレストランがありお客さまの
幅の広い要望に応えている。

壁面とカウンター下部にはアメニティーを置くことができる棚を設けることで、限
られた空間を有効に使い宿泊者の荷物配慮を行っている。

大便器はコンパクトな形状のウォシュレット一体形大便器を採用。リモコンは日
本語・英語併記タイプを採用することで、外国人宿泊者が快適に利用できるよ
うに配慮している。

案内図 客室　廊下 客室　シャワールーム 客室　図面

チャペルに隣接するブライダルの控え室や宴会所などであった場所を、客室
に改修した。

白を基調とし、ダークブラウンを組み合わせた落ち着いた雰囲気の客室廊下。 トイレ・洗面とは別にシャワールームを設置（0812サイズ）。出入り口の床の段
差を出来るだけ少なくすることで、アプローチのしやすさに配慮している。

広さ16.2㎡のツインルーム。シャワールームとトイレ・洗面を別室で設けた。

客室　全景 客室　洗面コーナー

＜改修の経緯＞

水まわりの特長建築概要

ダークブラウンを基調としたインテリアで統一された客室。外国人宿泊者に配
慮し ドボ ド は ト など 対応機器 充電 対応 き

奥行き300mmとコンパクトなマーブライトカウンターボウル一体タイプを採用。

客室の水まわりは、宿泊者の快適性に配慮し、シャワールームが独立した
セパレートタイプを採用した。洗面空間では、奥行きが300mmとコンパクト
なマーブライトカウンターボウル一体タイプを設置し、カウンター横壁面や下
部に小物類を置ける棚を設けることで、宿泊者の荷物配慮を行った。大便
器はコンパクトで節水性の高いウォシュレット一体形便器を採用。海外のお
客様に配慮し、日本語・英語を併記したリモコンを設置した。シャワールー
ムは、床との段差を抑えたユニバーサルデザインを採用することで、さまざ
まな身体状況の方に配慮した快適な水まわりを実現した。

＜水まわりの特長＞

大阪新阪急ホテルは株式会社阪急阪神ホテルズが運営する阪急第一ホテ
ルグループのホテル。阪急電鉄・大阪市営地下鉄梅田駅に直結する利便
性のよい場所に立地し、ビジネス利用だけではなく大阪市内や神戸・京都
への観光・レジャーの拠点としても使いやすい快適なホテルを実現している。
近年、宿泊者が増加していることから、3Fのチャペルに隣接するブライダル
の控え室・宴会場等であった場所を、客室に改修した。

＜改修の経緯＞
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慮し、ヘッドボードには、スマートフォンなどのUSB対応機器の充電に対応でき
るようにUSBコンセントを設けている。
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